
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症に関する 
村からのお願い 
 令和５年５月８日から、新型コロナウイルス感染症は、感染症法上の５類感染症

（季節性インフルエンザと同じ類型）に移行したことに伴い、感染対策は、個人や事

業者が自主的な判断に基づき、取り組むこととなります。 

 「新型コロナウイルス感染症に関する村からのお願い」に関する文書は、今回の発

出をもって終了となります。 

 令和２年１月に国内で感染者が確認されて以来、３年４か月にわたり感染対策等

にご協力いただき誠に有難うございます。今後は、一人一人が基本的感染対策を身に

着けることが必要とされています。引続きご理解とご協力をお願いいたします。 

 

◆ 基本的な感染対策の見直し 

 判断に当たっては、以下の内容を参考としてください。 

基本的な感染対策 令和５年５月８日以降の考え方 

・マスクの着用 ・個人の主体的な選択を尊重し、着用は個人の判断に委ねるこ

とが基本となります。 

・混雑している場合、かぜ症状がある場合、医療機関や高齢者

施設を訪問する場合など、その場に応じたマスクの着用が推

奨されています。 

・手洗い等の手指衛生 

・換気 

・国として一律に対応を求めることはありませんが、新型コロ

ナウイルス感染症の特徴を踏まえた基本的な感染対策とし

て引続き有効です。 

・「３つの密」の回避 

・人と人との距離の確保 

・国として一律に対応を求めることはありませんが、流行期に

おいて、高齢者等重症化リスクの高い方は、換気の悪い場所

や不特定多数の人がいるような混雑した場所、近接した会話

を避けることが有効です（避けられない場合は、マスクの着

用が有効です。）。 

＊一人一人が基本的感染対策を身に着けることが必要とされています。 

＊特に高齢者が肺炎などの呼吸器疾患にかかることは、生命にかかわるリスクが高いため、

高齢者の方々に感染が及ばないよう配慮が重要となります。 

【お問合せ先】留寿都村役場保健医療課 電話：0136-46-3131 令和５年５月８日発出 

 裏面もご確認ください。⇒⇒⇒ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆感染した場合の療養期間等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆新型コロナワクチン接種について 

法律に基づく外出自粛は求められず、外出を控えるかどうかは個人の判断に委ねられます

ので、以下の内容を参考としてください。 

外出を控えること 

が推奨される期間 

・発症日を０日目として、５日間は外出を控えてください。 

☞無症状の場合は、検体採取日を０日とします。 

☞やむを得ず外出する場合は、症状がないことを確認し、マスク着用等

を徹底してください。 

・５日目に症状が続いている場合は、症状が軽快して24時間が経過す

るまでは、外出を控え様子を見てください。 

・症状が重い場合は、医師に相談してください。 

周囲の方への配慮 ・発症日から10日間が経過するまでは、不織布のマスクを着用した

り、高齢者等の重症化リスクの高い方との接触は控える等、周囲の

方へうつさない配慮を行ってください。 

「濃厚接触者」の取

扱い 

・保健所による「濃厚接触者」の特定は行われません。 

・法律に基づく外出自粛は求められません。 

家族が感染した場

合 

・可能であれば部屋を分け、感染された方のお世話は、限られた方で

行ってください。 

・外出する場合は、感染された方の発症日を０日目として、特に５日

間はご自身の体調に注意してください（７日目までは発症の可能

性があります。）。 

・期間中は、手洗い等の手指衛生や換気等の基本的感染対策のほか、

不織布のマスクを着用したり、高齢者等の重症化リスクの高い方

との接触は控えてください。 

＊学校における新型コロナウイルス感染症に罹患した児童等に関する出席停止期間等に関す

る取扱いは、保護者の皆様に学校から通知されておりますので、その内容をご確認くださ

い。 

 65歳以上の方、５歳から64歳までの方で基礎疾患を有する方、医療従 

事者等を対象とした新型コロナワクチン接種（令和５年春開始接種）は、 

６月上旬から中旬に集団接種を行う予定で準備を進めております。 

対象となる方には、５月中旬に個別にご案内いたしますので、書類が 

届きましたら必ず内容をご確認ください。 






